
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０８回フォト句優秀作品（２０年９月７日） 
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セレブになれる手相だよ（隆） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寸 評： 

１） 学校に間に合う列車一つだけ  長尾 進一郎 

北海道稚内近くの東六線という無人駅。殆どの列車は通過する

が、通学生のために一本だけ停車する列車があるという。 

過疎の村を結ぶローカル線の駅の雰囲気が良く出ている。 

２）夏空やコロナで無人のターミナル 中村 晃也 

ご存知新宿駅西口の風景だ。人通りが少ないせいか空の青さが 

目に沁みる。 

腐
っ
て
も
鯛 

ボ
ケ
て
て
も
十
三
夜 （

三
春
） 



 

３）俯ける白き妖精夏の午後    松田 昌康 

奥多摩の御岳山で撮ったレンゲショウマの可憐な姿。 

花期が短いので貴重な作品だ。 

４）ウーンきみはセレブになれる手相だよ 池田 隆 

少女の掌を覗き込むガチョウ（？）の様子がいかにも手相占い 

の風情だ。コロナ禍のためか新宿の母も店をたたんでいる。 

５）腐っても鯛ボケていても十三夜    三 春 

何気なく撮った十三夜の月の写真に素敵な句がついた。腐って 

いてもとボケていてもの対比が抜群。平凡な写真でも句次第で 

立派な作品になる好例だ。 

 

御題写真 



 

付け句：三春さんの出題。トランプ大統領を模したトイレ掃除 

用のブラシ（アメリカ製）を撮ったもの。 

１）残り香のかすかに漂う秋の朝     矢澤 正二 

この句だけ見れば色っぽい感じがするが、トイレを詠ったもの 

と知れば、共感はするが諸手を挙げて賛成はし難い句だ。 

２）母の日にダスキンカードプレゼント  大月 和彦 

ダスキンカードとはエアコン、浴室、台所、などの清掃を依頼 

できるプリペイドカードのようなもので１万円から販売して 

いる由。母の日に送って掃除の手間を省くという優しい気持。 

３）おトイレの日々の掃除はマターです  中村 晃也 

黒人差別反対のデモのプラカードにあった   

ＢＬＡＣＫ ＬＩＶＥＳ ＭＡＴＴＥＲをもじったもの。 

４）全米にコロナ汚染を垂れ流す     松田 昌康 

初期にコロナを甘く見て全米に感染させた大統領をもじった 

もの。まさに垂れ流しに近い。 

５）黒よりも白が好みさピカピカさ    長尾 進一郎 

黒人に対する差別を表現したものだ。       以 上 


